
東日本大震災の経験 
「杜の都」の 

まちづくりの歴史 

■世界の関心：震災の経験と知見 
■世界が注目：国連防災世界会議の開催 
   「仙台防災枠組2015-2030」を採択 
■「サステイナブル・シティ」「レジリエントシティ」への注目 

「防災」「環境」は世界共通の課題 

平成27年3月に開催された第3回国連防災世界会議 

「復興後」の将来を見据えた 
まちづくりが必要 

■あらゆる施策に防災や環境配慮を主流化 
 
■多様な主体による取り組みの発信 
 
■「仙台防災枠組」採択都市としての課題への挑戦 
 
■世界の防災文化への貢献 
 
■快適で防災力の高い都市ブランドの形成 

「杜の都」の豊かな環境を活かし、東日本大震災の経験と教訓を踏まえながら、 
災害や気候変動などの脅威にも備える「しなやかで強靭な都市」を目指します。 

確かな未来を創る 
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防災と環境に配慮した 

「まち」づくり 

防災と環境に配慮した 

「ひと」づくり 

復興の取り組み 
・被災者の生活再建 
・津波多重防御 
・農業再生、緑の再生 など 

震災復興の 
経験・教訓 

「杜の都」の 
環境づくりの歴史 

国内外への発信 交流・投資の促進 

世界の防災文化への貢献・都市ブランドの確立 



防災環境「ひと」づくり 

防災環境「まち」づくり 

震災の経験と教訓の発信 
世界を視野に入れたブランディング 

例えば 

例えば 

例えば 

ライフライン、インフラ等の防災性向上や劣化リスクの軽減 
海岸防潮堤やかさ上げ道路などの多重防御施設の整備 
経済活動における災害対応力の強化の促進 
低炭素都市づくり、資源循環都市づくり 
災害に強い分散型エネルギーの創出、次世代エネルギーの研究開発 

学校での防災教育の推進 
女性、子ども、若者、障害者の視点を反映した防災対策 
住民による避難所運営、要援護者の見守りの仕組み 
地域防災リーダーの養成 
鉄道会社や民間事業者と連携した帰宅困難者対策 

市民、地域団体、研究機関等の多様な主体が、震災や復興の経験・
知見を発信することによる国際貢献 
震災遺構の保存  
復興記録誌の編纂 
震災メモリアル施設、地域モニュメントの整備 

津波の勢いを減衰させる海岸防災林の再生 急ピッチで復旧工事が進む南蒲生浄化センター 小学校の太陽光発電 
(すべての指定避難所に設置し、停電時は非常用電源として使用) 

地域防災リーダー養成研修 企業等との帰宅困難者の支援に関する協定 小学校での防火訓練 

災害統計グローバルセンターの設置 
(東北大学、国連開発計画[UNDP]) 

国連主催の国際会議で「仙台防災枠組2015-2030」の 
推進について発表(2015/11/19 ニューデリー) 

震災遺構の保存(荒浜小学校) JICA研修生による荒浜地区視察 


